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Ⅰ．背景・目的
　平成 30 年告示の高等学校学習指導要領解説で

は「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善が求められている。また，「科学技術が

日常生活や社会を豊かにしていることや安全性の

向上に役立っていることに触れること。また，数

学・理科で学習することが様々な職業などと関連

していることにも触れること。」となっている。

　生徒が主体的に学習を進め，教科の「見方・考

え方」を働かせ，対話によって，学びを深めてい

く実践として，看図アプローチを活用した授業実

践が研究されている（鹿内他 2013,2015）。さら

に，高校生物における先行事例が報告されている

（溝上他 2016,2018,2021）。

　本授業実践で重視する点は次のようなものであ

る。「理科で学習する原理・法則が日常生活や社

会と深い関わりがあること」「科学技術の発展が

様々な作業の効率化をもたらすこと」「キャリア

教育の視点からも物事を考えられるようにするこ

と」。このような視点をもった理科の授業実践例

は少ない。また，高校化学での看図アプローチ実

践も報告されていない。。

　そこで本研究では，高校化学における看図アプ

ローチを活用した授業実践１コマについて報告す

る。ここでは「イオン化傾向」とその社会での利

用に関する教材を選定した。

Ⅱ．授業の実際
Ⅱ－ 1　授業者および学習者
　授業は「化学」の時間を用いて，電池分野の最

後の授業として行った。授業は第１筆者前田が高

校３年生を対象に行なった。
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概　要
　高等学校学習指導要領解説では，「主体的・対話的で深い学び」や「科学技術と日常生活や社会，職

業などと関連」が求められている。本稿では，看図アプローチを活用した高校化学の「イオン化傾向」

に関する教材を開発し，授業実践モデルを構成した。看図アプローチを活用することで，化学の見方・

考え方が応用されていること，科学技術や職業などと関連していることを学習者自身が主体的に学習で

きる教材を開発することができた。本稿で提案した授業は「主体的・対話的で深い学び」の授業モデル

になり得るのと同時に，教科におけるキャリア教育に繋がる実践であることが示された。
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Ⅱ－ 2　ビジュアルテキスト及びワークシート
ビジュアルテキスト

図１　生徒に提示した写真（注）

ワークシート

化学のワークシート

　　　　　年　　組　　号　名前　　　　　　

（1）写っているもの（名詞）を書き出そう。

（2）名詞をつなげて，関連付けよう。動詞を

　使って OK。

（3）この写真は何をしようとしているのか，

　その目的も含めて推論してみよう。

（4） 授業を受けたあとの写真について
※各記入欄省略

Ⅱ－ 3　授業の進め方
【ステップ１】導入

a）「生徒に提示した写真」（図１）をプロジェ

　クターで投影する

b）写真と発問を記載したワークシートを学習

　者に配付する

　以上の準備が整ったら，ワークシートの問い

（1）を投げかける。学習者は個人ワーク後に１

人１台端末である Chromebook で，Jambord の

デジタル付箋に記入する。この方法を利用するこ

とで，全員が写っているものを共有することがで

きる。生徒は，注意深く写真を観察し，「ゴーグル」

「チューブ」「コンクリート」等の様々な名詞をあ

げていた（図 2）。

図 2　ワークシートの問い（1）に対する回答例

　次にワークシートの問い （2） を投げかけて，個

人で記入させる。個人ワークで書いたものをペア

で共有し，ペアでひとつの回答を考え，Jambord 

のデジタル付箋で全体に共有する。溶接作業をし

ているという回答が多くみられるが，対象は「岩」

「金属」もしくは対象の記載無しと，意見が分か

れた（図３）。

図３　ワークシートの問い（2）に対する回答例

　次にワークシートの問い（3）を投げかけて，

個人で記入させる。その後個人で書いたものを

Jambord で共有するように指示する。ここでは，
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溶接の対象が，沈没船や岩といったものになり，

沈没船の調査，岩の補強，水質調査，海を電池に

するなどといった回答が得られた（図 4）。

　この段階で，ダイバーの背景にも同様の白い物

が存在することに気づく生徒もいて，活発な意見

交換が起こった。

【ステップ２】展開
　授業後に再度，ワークシートの写真が何をして

いるかを予想してもらうことを予告して，電池の

授業を行う。授業では，プレゼンテーションソフ

トを使用して，イオン化傾向から，ボルタ電池，

ダニエル電池までの説明を行った（スライド１～

４）。

図４　ワークシートの問い（3）に対する回答例

スライド１
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スライド２

スライド３

スライド４
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【ステップ３】まとめ
　ワークシートの問い（4）を投げかけ，個人で

記入させる。次に４人グループでそれぞれの考え

を共有し，Jambord で全体共有を行う。授業者

の説明を取り入れた，発電や電池に関する回答が

目立った（図 5）。

　最後のまとめでは，図 1 は海の中であり，岩

のように思っているものは鉄の構造物が錆びてい

ること，また溶接しようとしているものは亜鉛や

アルミニウムなどからなる合金であることを明か

す。またその意図については，橋などの海の中の

構造物をつくる鋼材（鉄）を腐食（酸化）から守

るためであることを説明する。その原理は，鉄よ

りイオン化傾向が大きなアルミニウムや亜鉛を溶

接することで，鉄の代わりにアルミニウムや亜鉛

が反応し，鉄がさびることを防ぐことを説明する。

　授業後の生徒感想を一部紹介する。

●そんな応用の仕方があるんだなと思った。

　楽しかった。

●考えた人がすごい。

●予想するのは楽しかった。学習内容がどう

　使われているのか理解できた。

●金属を得るためではなく，その金属を守っ

ているというのが予想外だった。そういう

仕事をしている人にも感謝したい。

●橋の酸化をこんな方法で防いでいるのに

　びっくりした。

●化学の力はすごいと思った。

●電池のしくみを生かして，橋の補強をして

　いることは興味深かった。

●自分が想像していたものよりも深く考えこ

　まれていて関心が持てた。

●鉄が岩にしか見えなくて，電池までいきつ

けなかった。難しかったけど，とても楽し

かった。

●はじめ予想もできないくらいわからなかっ

たけど，目的を聞いて，納得してすごいと

思いました。

●電池のしくみを利用して，橋が悪くなるの

を防いでいる。今までの使い方じゃなくて，

応用して違う目的を果たしていてすごいと

思った。

●ダニエル電池を発電として使うのではなく，

還元に着目して利用する発想が面白かった。

箱のようなものが亜鉛だと気付けなかった

ことが少し悔しいです。

●予想と大外れで面白かった。

●思っていたものと全然ちがってびっくりし

た。これをしようと思った人はすごいと思

図５　ワークシートの問い（4）に対する回答例
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います。

　予想と外れることを楽しんでいる生徒が多数お

り，写真をよく見て予想することで興味関心を高

め，さらに化学の見方・考え方が，鉄橋の効率的

な補強に応用されているという深い学びに自然と

導かれていた。

　さらに，この方法を考案した人やこのような仕

事をしている人に思いを馳せて，感謝までしてい

ることは興味深い反応である。

Ⅲ．考察と今後の課題
　本研究では，高校化学の「イオン化傾向」にお

ける看図アプローチを活用した教材を開発し，授

業実践を行った。看図アプローチでは，高校化学

の授業においても生徒の意見や予想を活発に引き

出すことができた。

　一般的に授業前の予想では，これまでの学習の

理解度や既習の知識によって，予想の質が変わっ

てくる。しかし，看図の場合，誰もが同じスター

トラインに立つことができる。このように生徒の

学習の到達段階によらないため，多くの生徒が授

業に活発に参加でき，多様な意見が出される点は，

看図アプローチの長所であるといえる。

　また予想が外れた際に，くやしいと感じる生徒

や予想を越えた発見を楽しんでいる意見が出さ

れ，正解に辿り着こうと積極的に考えたり，現象

の深い理解を楽しんだりしている様子が見て取れ

た。現象の正しい理解に，教科の見方・考え方が

重要であること，その見方・考え方が人々の生活

を支えていることに，生徒自身が気づくことがで

きていた。

　さらに本稿で報告した授業では，看図アプロー

チによってキャリア教育の視点を育むことができ

ていることも特筆すべき点である。教員からの教

え込みや誘導無しに，科学技術だけでなく，それ

を生み出した人やその仕事に携わる人への視点

が，生徒の中に自然と生まれていた。

　本稿で報告した授業は，「高等学校学習指導要

領解説」 が求めている「主体的・対話的で深い学

び」や「科学技術と日常生活や社会，職業などと

関連」に関する授業モデルになり得るものと思わ

れる。今後，同様に授業参加への積極性を高め，

科学技術の素晴らしさや，それを扱う人々への感

謝といった感情を育てることができる，教育効果

の高い教材を高校化学の分野でもさらに開発し，

普及していく必要がある。
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げます。

注；図 1「生徒に提示した写真」は，日鉄防食

株式会社ホームページ掲載の写真を活用し

た。
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